2008年10月20日　けやきコミセン　ぱそこん倶楽部　文責：山田

デジカメ写真の加工

普通のデジカメ写真も加工（レタッチ）を施すと、素敵な写真になります。今回は「Jtrim=ジェイトリム」と言うフリー（無料）のソフトを使います。
Jtrimは使い方が簡単で、動きが軽快な上、レジストリ*1も使わないので心配なくインストールできます。
Vistaでも問題なく動きますが、ヘルプ機能は使えません。

*1：ソフトのインストール/削除を繰り返すとレジストリが肥大化しWindowsが遅くなることがあります。

1. インストール
適当なフォルダに「jt153c.exe」をコピーし、アイコンをダブルクリックするとインストールが始まります。インストール先は「C:\Program Files」とします。

2. 起動
デスクトップ上のアイコンに加工したいファイルをドラッグします。
自動的にJtrimが起動し画面が展開します。
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画面サイズの調整
右下の１００%と書いてあるところをクリックすると表示サイズの候補が出てきます。「ウィンドウに合わせる(F)」をクリックします。
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回転（傾きの補正）
イメージ(Ｉ)→任意角度回転(A)を選ぶ。設定ウィンドウで「アンチェイリアス処理を行うに(点を入れて、「回転角度：」に適当な値を入れてＯＫします（左回転は－を入れる）。
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5. 切り抜き（トリミング）
回転させると周りに余白が出来てしまいます。余白に掛からないように中心部だけを切り出します。余白削除だけではなく、一緒に写ってしまった余計なものを除いたり、良い構図になるように一部分だけを切り出す時に使います。
1 イメージ（Ｉ）→切り抜き（Ｔ）を選ぶ。

2 縦横比を維持する　のチェックを外します。
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[座標１]：に　ｘ＝０、ｙ＝０を入力します。
[座標２]：に　ｘ＝１０００、ｙ＝７００を入力します。
（縦位置の時は　座標２はｘ＝７００、ｙ＝１０００にします）
その後、縦横比を維持するにチェックを入れます。縦横比率は次回も覚えていますので、次の写真も横位置に切り抜くなら初回だけの設定です。縦位置に切り抜くときはもう一度設定します。
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枠の右下の□をドラッグして切り抜く大きさを調整します。
枠の中央付近をドラッグすると枠全体が移動します。
これを繰り返して、切り抜く場所を決め「ＯＫ」を押します。
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余白を切り取るだけなら赤枠を、ついでに芸術的に・・黄色枠もありです。但し、あまり小さな部分を切り出すと画像が荒れます。
6. 画調の補正（１）
1 カラー（Ｃ）→明るさ/コントラスト（Ｂ）を選択します。
2 明るさのスライドバーを右に動かすと明るく、左に動かすと暗くなります。
コントラストのスライドバーを右に動かすと明暗がはっきりと、左に動かすと平坦な調子になります。明るさとコントラストは相互に干渉しますので、この二つを交互に調整して最適な場所を決めます。ＯＫを押します。
7. 画調の補正（２）

1 レベル補正
カラー（Ｃ）→ヒストグラム（Ｈ）→ノーマライズ（Ｎ）を選ぶ。明るい部分と、暗い部分を強調します。つまり黒は漆黒に、白は純白になります。

2 ガンマ補正
カラー（Ｃ）→ガンマ補正（Ｇ）を選ぶ。
スライドバーを左に動かすと暗く、右に動かすと明るくなります。
主に中間の明るさの部分を補正します。明るさ/コントラスト補正に比べ色が維持されます。

8. 赤目補正処理
フラッシュを使ったときに目が赤くなる現象を修正します。

1 写真を拡大してから、赤目の部分をドラッグして囲みます。

2 カラー（Ｃ）→赤目補正（Ｅ）を選びます。
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白いドット（文字の・など）を入れると、よりリアルになります。
　





9. ピンボケを補正する。
ピンボケ、手ぶれによるボケを救います。但し、多少ましになる程度ですので、本質的には撮影時に気をつけてください。
1 加工（Ｔ）→シャープにする（Ｓ）
スライドバーを右に動かすとくっきり、左に動かすとぼやけます。
あまりくっきりさせ過ぎるとノイズ（ざらざら）が出ますので気をつけましょう。　
10. 加工後の画像を保存する
ファイル（F）→名前を付けて保存（A）で保存します。
元のファイル名にaを付けるなど、名前を変えて保存します。
例：DSCN0123.jpg　→　DSCN0123a.jpg　など
－1－

